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「
正
し
い
見
解
」 

「
正
し
い
考
え
」 

「
正
し
い
言
葉
」 

「
正
し
い
行
い
」 

「
正
し
い
生
活
」 

「
正
し
い
努
力
」 

「
正
し
い
注
意
」 

「
正
し
い
心
の
安
定
」 

の
八
つ
を
挙
げ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
「
八
正

道
」
を
意
識
し
生
活
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。 

 

日
頃
は
八
幡
町
八
幡
仏
教

会
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
新
年
度
を
迎
え

仏
様
の
お
教
え
を
通
じ
て
心

の
養
育
を
ね
が
い
と
す
る
活

動
に
、
益
々
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

八幡仏教会ホームページ 
http://www.8butsu.jp 

無 
常 
の 

時 
 

八
幡
仏
教
会
会
長 

浅
野
真
顕 

今
回
は
寂
し
い
ご
通
知
を
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
前
仏
教
会
会
長
、
現
相
談

役
の
元
願
蓮
寺
住
職
石
神
明
様
が
六
月

二
十
八
日
お
浄
土
に
還
浄
さ
れ
ま
し

た
。
寔
に
哀
悼
の
意
に
堪
え
ま
せ
ん
。 

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
灯
篭
流
し
は
願

蓮
寺
様
、
悟
竹
院
様
、
私
く
し
に
て
四

十
数
年
前
は
じ
ま
っ
た
行
事
で
す
。
又
、

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
せ
ざ
る
を
え

な
い
八
幡
十
三
カ
寺
め
ぐ
り
暁
天
の
集

い
も
石
神
明
相
談
役
の
発
案
で
始
ま
っ

た
行
事
で
す
。
灯
明
の
輝
き
が
消
え
た 

よ
う
な
心
細
さ
と
、
悲
し
み
を
禁
じ

ず
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
永
年
に
わ

た
る
仏
教
会
長
、
相
談
役
、
大
変
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
た
だ
中
に

い
る
我
々
で
す
。
「
自
粛
」
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
今
日
・
明
日
の
生
活
の
目

途
が
立
た
ず
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
仏
教
を

開
か
れ
た
お
釈
迦
様
は
苦
の
原
因
を

取
り
除
く
た
め
の
方
法
と
し
て
「
八

正
道
」
を
お
説
き
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 
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縁 

起 

の 

世 

界 
 

八
幡
仏
教
会
副
会
長 

千
葉 

謙 

 

結
局
学
校
側
が
、
明
確
な
返
答
を
出
せ
ず
、
裁
判
に
持
ち
込
ま
れ

た
の
で
す
が
、
最
終
的
に
は
保
護
者
団
体
側
が
勝
訴
し
て
、
そ
の
後

こ
の
学
校
で
は
「
い
た
だ
き
ま
す
・
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
習
慣
を
無

く
し
た
そ
う
で
す
。 

 

私
達
は
、
学
校
だ
け
に
限
ら
ず
、
ど
こ
で
食
事
を
取
る
に
し
て
も

「
い
た
だ
き
ま
す
」
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
別
に
何
の
違
和
感
も

逆
ら
う
こ
と
も
な
く
食
前
の
言
葉
と
し
て
使
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

言
う
ま
で
も
無
く
、
私
達
が
食
す
る
も
の
は
、
根
本
に
は
い
の
ち

あ
る
も
の
の
存
在
が
あ
り
、
そ
れ
を
育
て
る
人
が
あ
り
、
調
理
す
る

人
が
あ
り
と
、
様
々
な
「
お
蔭
」
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
こ
の
事

実
が
喜
べ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
殺
伐
と
し
た
人
間
関
係

と
、
生
き
る
事
の
迷
い
と
、
差
別
と
偏
見
が
あ
ふ
れ
、
争
い
の
絶
え

な
い
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
の
真
実
と
は
お
よ
そ
か
け
離
れ
た
世
界

が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

仏
教
を
お
開
き
に
な
っ
た
、
お
釈
迦
様
は
「
縁
起(

お
蔭
様)

の
道

理
を
も
っ
て
、
諸
々
の
事
象
を
繰
り
返
し
観
察
す
る
」
こ
と
に
よ
っ

て
覚
り
を
得
ら
れ
ま
し
た
。 

「
縁
起(

お
蔭
様)

」
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
身
の
事
実
と

し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
私
達
の
為
に
、
そ
の
事
に
し
っ
か
り

と
目
を
見
開
い
て
生
き
て
生
き
な
さ
い
よ
と
い
う
仏
教
の
教
え
を
、

今
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
身
を
す
え
て
聞
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

仏
教
の
教
え
は
、
「
縁
起
」
と
い
う
こ
と
が
な
い
と
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
人
間
も
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、「
縁
」
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、

「
縁
」
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
生
き
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
間
は

あ
ら
ゆ
る
関
わ
り
を
絶
っ
た
と
こ
ろ
で
、
一
日
一
分
た
り
と
も
生
き

て
い
く
と
い
う
事
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
「
縁
」
と
い
う
言
葉
、
私
達
は
、
普
段
何
気
な
い
挨
拶
の
「
お

蔭
様
」
と
い
う
言
葉
で
使
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
が
計
ら
ず

し
て
、
こ
こ
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
喜
び
を
表
す
言
葉
な
の
で

し
ょ
う
。 

 

し
か
し
、
最
近
は
こ
の
「
縁(

お
蔭
様)

」
を
喜
ぶ
こ
と
が
少
し
ず

つ
薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。 

 

数
年
前
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
富
山
県
の
あ
る

小
学
校
で
、
保
護
者
団
体
の
方
か
ら
、
給
食
を
食
べ
る
際
「
い
た
だ

き
ま
す
」
と
い
う
習
慣
を
取
り
や
め
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
申
し
出

が
学
校
側
に
対
し
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
一
つ
に
は
偏
っ
た
宗
教
色
を
子
ど
も
に
植

え
付
け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
、
親
が
給
食

費
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
他
の
こ
と
に
対
し
て
「
い
た
だ

き
ま
す
」
と
い
う
お
礼
め
い
た
こ
と
は
言
わ
な
い
で
も
い
い
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。 
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令
和
二
年
度
役
員 

 

令
和
二
年
度
の
役
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す

（
順
不
同
）
。
ご
苦
労
様
で
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

会 

長 

浅
野 

真
顕
（
洞
泉
寺
） 

 

副
会
長 

千
葉 

譲 

（
長
敬
寺
） 

 

玉
腰 

秀
樹
（
淨
因
寺
） 

 

餌
取 

評
八 

 

事
務
局
長 

稲
村 

隆
元
（
悟
竹
院
） 

 

会 

計 

本
田 

あ
け
美 

 

総
務
部
長 

山
下 

健
一 

 

事
業
部
長 

直
井 

忠 
 

教
化
広
報
部
長 

服
部 

貢
一
郎
（
善
光
寺
） 

 

監 

事 

筒
井 

淳
美 

 

和
田 

勝
介 

 
理 
事 

川
上 

朝
史 

 

加
藤 

一
朗 

 

坪
井 

實 

 

清
水 

俊
夫 

 

大
前 

三
郎 

 
服
部 

純
一 

 
加
藤 

克
久 

 

浜
口 
民
男 

 

平
瀬 

忠
寿 

  

寺 

院 

石
神 

真 
 

（
願
蓮
寺
） 

 

川
岸 

承
翁
（
楊
柳
寺
） 

 

楠 
 

智
広
（
安
養
寺
） 

 

高
橋 

教
雄
（
大
乗
寺
） 

 

多
田 

克
次
（
最
勝
寺
） 

 

東 
 

宜
隆
（
慈
恩
寺
） 

 

中
島 

密
慈
（
遍
照
殿
） 

 

毛
利 

諦
信
（
蓮
生
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

町
内
世
話
人(

七
月
十
七
日
現
在) 

 

上

桜

町 

岡
崎 

敦

下

桜

町 

勝
川 

慶
一 

上

柳

町 

川
島 

圭
司 

中

柳

町 

坪
井 

重 

下

柳

町 

稲
村 

隆
元 

上

殿

町 

須
甲 

富
夫 

中

殿

町 

山
内 

幸
彦 

下

殿

町 

金
子 

實 

職

人

町 

小
瀬 

保 

鍛

冶

屋

町 

島
川 

功 

大

手

町 

川
上 

朝
史 

本

町 

天
野 

収
一 

肴

町 

加
藤 

一
朗 

上

尾

崎

町 

清
水 

勝
行 

下

尾

崎

町 

直
井 

忠 

向

山 

近
藤 

政
夫 

左

京

町 

小
林 

功 

常 

盤 

町 

末
松 

正
治 

北

朝

日

町 

青
木 

寿
生 

南

朝

日

町 

森
田 

明
子 

上

愛

宕

町 

本
田 

あ
け
美 

中

愛

宕

町 

坪
井 

實 

川

原

町 

筒
井 

淳
美 

立

町 

松
井 

武
夫 

乙

姫

町 

川
端 

憲
彦 

山

本

町 

山
下 

健
一 

東

町

一

区 

小
酒
井 

武
男 

東

町

二

区 

和
田 

洋
一 

橋

本

町 

吉
田 

新
一
郎 

新

町 

清
水 

俊
夫 

稲

荷

町 

大
坪 

み
ゆ
き 

大

坂

町 

和
田 

勝
介 

上
日
ノ
出
町 

横
山 

吉
則 

下
日
ノ
出
町 

井
口 

重
和 

上

日

吉

町 

山
田 

保
雄 

 

下

日

吉

町 

大
前 

三
郎 

 

朝
日 

令
子 

 

古
田 

博
之 

 

篠
田 

節
子 

 

和
田 

美
智
也 

 

鷲
見 

光
義 

今

町 

和
田 

久
志 

栄

町 

村
瀬 

孝
治 

今

小

町 

池
戸 

健
一 

大

正

町 

河
合 

宏
幸 

 

日
置 

進 

上

桝

形

町 

古
藤 

治 

下

桝

形

町 

坪
井 

純
一 

新

栄

町 

服
部 

純
一 

住

吉

町 

加
藤 

克
久 

 

城

南

町 

鷲
見 

宏
康 

 

田
中 

清
美 

 

森 
 

徹 

 

山
下 

茂 

 

中
邑 

篤
司 

初

音

一

区 

藤
田 

武
司 

上 
 

が 
 

洞 

桐
山 

喜
芳 

五

町 

大
坪 

重
弘 

 

白
滝 

明
久 

小
野
一
丁
目 

 

小
野
二
丁
目 

 
  
 

野
田 

修
司 

 

馬
場 

直
美 

小
野
三
丁
目 

浜
口 

民
男 

 

平
瀬 

忠
寿 

小
野
四
丁
目 

羽
田
野 

優
男 

小
野
五
丁
目 

岡
崎 

稔 

 

斉
藤 

實 

小
野
六
丁
目 

清
水 

晋 

 

前
山 

達
也 

小
野
七
丁
目 

酒
井 

美
津
夫 

 

三
島 

修 

小
野
八
丁
目 

鎌
倉 

要
一 

 

後
藤 

千
廣 

中

坪 

餌
取 

評
八 

 

 

令
和
元
年
度 

主
な
事
業
報
告 

五
月
五
日
（
日
） 

 

花
祭
り
パ
レ
ー
ド 

 

七
月
二
十
八
日(
日)

～
八
月
九
日(

金)
 

 
 

八
幡
十
三
ヶ
寺
め
ぐ
り 

 

暁
天
の
集
い 

 

八
月
十
七
日(

土)
 

 

灯
籠
流
し 

 

九
月
十
六
日(

月)
 

 

追
弔
会 

令
和
二
年
度 

主
な
事
業
予
定 

五
月
五
日
（
火
） 

 

花
祭
り 

 
 

中
止 

 

七
月
二
十
八
日(

火)

～
八
月
九
日(

日)
 

 

暁
天
の
集
い 

中
止 

 

八
月
十
七
日(

月)
 

 

灯
籠
流
し 

 

中
止 

 

九
月
十
六
日(

水)
 

 

追
弔
会 

 

（
寺
院
・
役
員
の
み
で
開
催
） 

  

※
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
主
な
行
事
を

中
止
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度八幡仏教会収支決算書 

2019 年 4月 1日～2020 年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

繰 越 金 920,654 920,654 0  

会 費 収 入 685,000 682,000 △3,000 会員 1364 人  

事 業 収 入 273,000 235,871 △37,129  

内 

 

訳 

花まつり 13,000 14,682 1,682 参加 120 人, 賽銭 

灯籠流し 200,000 177,189 △22,811 83 基,志,賽銭 

追 弔 会 60,000 44,000 △16,000 志納金ほか 

暁天の集い 0 0 0  

雑 収 入 0 1,009 1,009 貯金利息,新規会員 

合 計 1,878,654 1,839,534 △39,120  

【 支 出 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

事 業 部 費 590,000 584,523 5,477  

内 

 

訳 

花まつり 150,000 147,708 2,292 ポスター,記念品,布施等 

灯籠流し 240,000 243,635 △3,635 チラシ,灯籠,布施等 

追 弔 会 150,000 139,180 10,820 チラシ,供物,お礼,布施等  

暁天の集い 50,000 54,000 △4,000 チラシ,ポスター,皆勤賞 

総 務 部 費 0 0 0  

教化広報費 50,000 36,460 13,540 サ ー バ 利 用 料 、 会 報 

事 務 費 50,000 58,016 △8,016 通信費,事務用品等 

会 議 費 100,000 83,700 16,300 
世話人会,理事会 

懇 親 会 等 

渉 外 費 180,000 120,640 59,360 
市仏教会費 

倉庫土地借料 

備 品 費 100,000 4,342 95,658  

予 備 費 808,654 0 808,654  

小 計 1,878,654 887,681 990,973  

繰 越 金 0 951,853 951,853  

合 計 1,878,654 1,839,534 39,120  
 

積 立 金 定期貯金 1,151,006(元利合計額)  

 

上記のとおり報告します。 

令和 2年 3月 25 日 八幡仏教会 会計 本田 あけ美 

 

監査の結果 正確であることを認めます。 

令和 2年 3月 25 日 八幡仏教会 監査 筒井 淳美 

 監査 和田 勝介 

 

令和 2年度八幡仏教会予算 

2020 年 4月 1日～2021 年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 前年度実績 予 算 額  備 考  

繰 越 金 920,654 951,853  

会 費 収 入 682,000 685,000 ＠500×1,370 戸分 

事 業 収 入 236,051 273,000  

内 

 

訳 

花まつり 14,682 13,000 参加費＠100×130 人分 

灯籠流し 177,189 200,000 灯篭申し込み＠2,000×100 基分 

追 弔 会 44,000 60,000 志納金ほか 

暁天の集い 0 0  

雑 収 入 1,009 0  

積立金取り崩し 0 0  

合 計 1,839,714 1,909,853  

【 支 出 の 部 】 

科 目 前年度実績額 予 算 額  備 考  

事 業 部 費 584,523 610,000  

内 

 

訳 

花まつり 147,708 150,000  

灯籠流し 243,635 250,000  

追 弔 会 139,180 150,000  

暁天の集い 54,000 60,000 13 ヶ寺めぐり 

総 務 部 費 0 0  

教化広報費 36,460 50,000 サーバ利用料、会報 

事 務 費 58,016 60,000 通信費,事務用品等 

会 議 費 83,700 100,000 世話人会、理事会、監査会 

渉 外 費 120,640 150,000 市仏教会費、倉庫土地借料等 

備 品 費 4,342 100,000  

予 備 費 0 839,853  

次年度繰越金 951,853 0  

合 計 1,839,534 1,909,853  

 

《
あ
と
が
き
》 

今
年
は
日
本
全
国
で
コ
ロ
ナ

に
よ
る
自
粛
で
す
ね
。
残
念
で

す
が
当
仏
教
会
も
三
蜜
に
な
り

う
る
行
事
は
中
止
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
皆
様
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。 

 

八
幡
仏
教
会
報
へ
の
ご
意

見
、
ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
柳
町 

善
光
寺
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
次
回
の
参
考
に

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

（
ぜ
） 
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